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本資料に記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史的
事実でないものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を
含んでおります。将来の業績等に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関
する説明における「計画」、「戦略」、「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、「可能
性」やその類義語を用いたものに限定されるものではありません。実際の業績は、
さまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知お
きください。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日本、
米州、欧州、アジア等の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向や
競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場の中でアンリツが引
き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供できる能力、為替レートなどで
す。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。また、
法令で求められている場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象により、
将来の見通しを修正して公表する義務を負うものではありません。

注 記
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目次

事業概要

中期目標

計測事業 (T&M)

その他の事業
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7%

食の安全・安心
X線異物検出機

食の安全・安心
X線異物検出機

産業機械事業

IPネットワーク

システム

IPネットワーク

システム

情報通信事業

計測事業
開発、製造、建設、保守用

66%
16%

その他
11%

売上高
2010年 3月期

735 億円

エレクトロニクス市場エレクトロニクス市場

モバイル市場モバイル市場

ネットワーク・インフラ市場ネットワーク・インフラ市場

事業概要
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経営理念、経営ビジョン、経営方針
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業績実績／中期計画GLP2012／ビジョンAnritsu120 
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900
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収益性向上を目指した
経営改革スタート

緊急施策

計
画

計
画

GLP2012

営業利益率
10％

営業利益率
10％

営業利益率
12％

営業利益率
12％

Anritsu120
（億円）
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GLP2012 ＆ Anritsu120 のターゲット

全事業セグメントで営業利益率10%以上実現

売上高
1,000億円

営業利益率
12％

ROE
12％

ACE*
40億円

創業120周年（2015年3月期）Vision

計測事業を強化し連結の営業利益率10%実現

900億円 10％ 10％ 20億円FY2012

GLP2012 2013年3月期までの中期経営計画Anritsu120のマイルストーン

735億円 6％ 1.3％ -30億円FY2009実績

ACE（Anritsu Capital-cost Evaluation）：税引後営業利益－資本コスト
GLP2012 : Global Long Plan 2012

FY2014

Anritsu120
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中期財務戦略

基本方針

企業価値の最大化 財務基盤の強化

利益ある
持続的成長

利益感応度の
改善・向上

効率的な運転
資本の運用

50％

37％

自己資本比率

(FY2009)

0.5

1.12

D/Eレシオ

(FY2009)

資本効率経営を進めて企業価値を向上させる
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事業セグメント別数値計画

（注）その他の値には内部取引消去を含む

（億円）

735 770 900 1,000

46 6% 56 7% 90 10% 120 12%

4 1% 25 3% 45 5% 60 6%

売上高 483 66% 515 67% 610 68% 700 70%

営業利益 23 5% 39 8% 60 10% 85 12%

売上高 53 7% 55 7% 60 7% 65 7%

営業利益 1 2% 0 0% 5 8% 7 11%

売上高 116 16% 125 16% 145 16% 155 16%

営業利益 6 5% 6 5% 11 8% 17 11%

売上高 83 11% 75 10% 85 9% 80 8%

営業利益 16 19% 11 15% 14 16% 11 14%

FY2009 FY2010 FY2012 FY2014

前期実績 GLP2012 Anritsu120

売上高

営業利益

当期純利益

計測

情報通信

産業機械

その他
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費用構造計画

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY2009 FY2012 FY2014

売上原価 販管費 R&D 営業利益

アクション

Key Performance Indicator
による効率化の追求

①オフショア開発の推進 US、UK、イタリア、ルーマニア

②販売チャネルの最適化

③ＳＣＭのグローバル化推進

（海外調達・海外生産の拡充、 ＥＭＳの活用） ・・・

開発ROI：（粗利益/研究開発費）を管理するアンリツ独自の指標
CPO・ＣＰＳ：販売費／受注高、売上高

52%

29%

13%
6%

51%

27%

12%

10%

50%

26%

12%

12% ①開発ROI*：ＳＢＵ別の最適目標マネジメント

②CPO・CPS*：事業別×地域別×販売チャネル別管理

③棚卸資産の種類別×用途別×プロセス別の
目標値管理など

経営革新の継続によるコスト構造の改善
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計測事業 事業方針

目標

１０％

１３％
(FY2012)

計測市場のシェア

無線通信の高速化需要

ネットワークの大容量化需要

モバイルアクセス系：トラフィック急増（LTE、HSPA+へ移行）

モバイルバックホール：メタル→光化、マイクロウェーブ化

コアネットワーク：高速・大容量化（40G/100G）需要

多機能情報端末スマートフォン

IT系企業などの

新規プレイヤーの
参入

豊富なアプリケーション、サービスの増加

新たな携帯通信規格、ネットワークの整備・拡充

モバイルブロードバンド化の波をとらえてマーケット・リーダーになる
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2009 2010 2011 2012 2013 2014
0

1,800,000

3,600,000

急増するモバイル・トラフィック

世界全体で５年後に４０倍以上へ

日本では
2020年に
300倍以上
（対2007年比）

日本では
2020年に
300倍以上
（対2007年比）

TB/月

医療・福祉医療・福祉

教育教育
買物買物

交通交通

映像映像

環境・防災環境・防災
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計測事業 LTE商用化 – ビジネスチャンスの継続

2010 2015 2020

北米（2010年 Verizon、2011年 AT&T、・・・）

欧州注）（2011年 vodafone、T-Mobile、・・・）

アジア（2011年 韓国、中国、・・・）

新興国など（ロシア、インド、ブラジル、・・・）

日本（2010年 DoCoMo、2011年 Softbank、2012年KDDI）

LTE商用化の表明 ： 113通信事業者（46カ国）
導入時期と普及のスピード：各国/各通信事業者によりまちまち

⇒ネットワークインフラ用計測を中心に長期にわたるビジネス

注） 2009年にTelliaSoneraが欧州の一部で商用化
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計測事業 ｻｰﾋﾞｽやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを支えるﾈｯﾄﾜｰｸ・ｲﾝﾌﾗ

端末ベンダー：
既存企業の統廃合
IT系参入企業の増加

携帯端末：
2G
→3G/3.5G
→LTE
（サービス/アプリ拡充）
（高速化・大容量化）
（技術の進化）

モバイルバックホール

FTTH/FTTx

基地局
制御装置

メタル
→光ファイバ

（高速化）

・携帯端末の高速化・大容量化

・モバイルブロードバンドに対応したネットワーク増強

コアネットワーク

メトロネットワーク

高速化・大容量化
（40G/100G）

基地局

高速化・大容量化
(40G/100G)

データ
センタ

モバイル
バックホール

メトロ
ネットワーク
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計測事業 モバイルブロードバンドにおける事業機会

開発、製造、保守

デバイス

端末

基地局

高速バックボーン

デバイス～端末/基地局～モバイルバックホール～コアネットワークまで

⇒裾野が広くかつ長期にわたるビジネス

サービスイン

バックホール

開発、製造、建設、保守

開発、製造、建設、保守

開発、製造、建設、保守

開発、製造

時間軸

シェア：70% 

シェア：50% 

Verizon 
DoCoMo
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研究開発
コンフォーマンス
テスト（認証試験）

製造
検査

建設
保守

オペレータ
受入試験

MD8430A 
Signalling Tester

MS269xA
Signal Analyzer

MG3700A
Signal Generator

MD1230B
Data Quality Analyzer

ME7873L
RF Conformance

Test System

ME7832L
Protocol  Conformance 

Test System

MD8430A
Signalling Tester with 

RTD

MF6900A 
Fading Simulator

MT8820C
Radio Communication 

Analyzer

MT8222A
BTS Master

MS271xE
Spectrum Master

S412D
Site Master

MS2830A
Signal Analyzer

Master Claw

計測事業 幅広い商品ライン（LTE向け）
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産業機械事業

食品，薬化品市場向けの新たな品質保証ソリューションの開発

• タイの事業体制の強化
• 低価格の金属検出機/重量選別機投入
• 日本向け加工食品市場でのシェア拡大
• 東南アジア、インド市場での自国内食品消費市場の深耕強化

目標

２９％

３３％
(FY2012)

海外売上比率

ASEAN、中国、インド市場でのビジネス拡大
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情報通信事業/その他事業

情報通信事業

その他事業

• パートナーとの協業・協創による

防災・減災関連ビジネスの拡大
目標売上高

１０億円
(FY2012)

• 金融、通信キャリア市場でのネットワーク関連ビジネスの

拡充による利益創出

帯域制御装置

• ブロードバンド化に伴う光デバイス、高速電子デバイスの需要獲得

• 高密度実装分野における検査装置の拡販

減災コミュニケーション・システム他
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CSR経営の推進

1. アンリツは、利益ある持続的成長をする

企業として、すべてのステイクホルダー
の期待と要請に応える

1. アンリツは、利益ある持続的成長をする

企業として、すべてのステイクホルダー
の期待と要請に応える

2. アンリツは、イノベーティブな商品と
サービスの提供によって、
安全・安心なグローバル社会
の発展に貢献する

2. アンリツは、イノベーティブな商品と
サービスの提供によって、
安全・安心なグローバル社会
の発展に貢献する

3. アンリツは、先進のECO商品/
ソリューションの提供によって、
持続可能な地球の未来に貢献する

3. アンリツは、先進のECO商品/
ソリューションの提供によって、
持続可能な地球の未来に貢献する
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